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電子情報提供サービスの利用を自動化する手順 

 

 

はじめに 

 

環境省熱中症予防情報サイト（https://www.wbgt.env.go.jp/）では、「電子情報提供サービス」

として、最新の暑さ指数の予測値や実況値をCSVファイルで提供しています。サイト利用者の皆様が、

業務アプリケーションや、ウェブサイト、メールでの情報提供など、独自の各種情報発信手法で暑さ指

数を活用することができる様、支援するためのサービスです。 

この資料では一例として、お使いの Windows PC で、データのダウンロードと、Microsoft 

Excelでのデータの読み込みを自動化する手順を紹介します。 

 

 

CSVファイルをデータ処理するにあたり、Microsoft Excelを使用しますが、Excelのバージョ

ンによって、操作方法が異なります。 

 

⚫ 最新のOfficeや Excelの場合、パート１（p. 2）を参照してください 

⚫ Excel2016以前の方は、パート２（p.11）を参照してください。 

 

また、お使いの環境や、セキュリティ対策の設定によっても、手順が異なる場合があります。 
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パート１ 

 

以下はMicrosoft Office365や Excel 201９をお使いの方向けの手順です。 

（※Excel2016以前の方は、パート２（p.11）を参照してください） 

 

 

電子情報提供サービスを利用し、Web上のデータをExcelで自動的に読み込み、加工して利用す

る手順について説明します。 

※セキュリティ対策の設定状況によっては、データの自動読み込みを実行できない場合があります。 

 

【イメージ】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

① Web上のデータファイルを Excelのデータシートに読み込みます。 

 Excelオープン時にデータファイルを自動的に読み込みます。 
 

② Excelの参照用シートで、データを参照・加工します。 

 

データシート 

250 260 260 270 270 

280 290 300 310 320 

300 310 310 300 300 

280 280 300 320 320 

300 310 310 300 300 

 

参照用シート 

東京 27 28 30 33 32 

さいたま 28 29 30 31 30 

千葉 27 28 29 30 29 

横浜 27 28 30 31 29 

前橋 28 30 32 32 32 

 

①自動読み込み 

＜ PC ＞ 

＜WBGTサイト＞ 

データファイル ： https://www.wbgt.env.go.jp/prev15WG/dl/yohou_all.csv 

②参照・ 
加工 

Excelファイル 
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※以下はExcel３６５を利用した手順です。Excelのバージョンによっては画面や操作方法が異なり

ます。 

 

【自動化方法】 

(1) データファイルを Excelファイルに読み込みます。 

① 新しいブックを開き、新しいシートで[データ]-[データの取得]-[その他のデータソースか

ら]-[Webから]を順にクリックします。 

 

 

② データのダウンロード先を指定するダイアログが開くので、「基本」を選択し、データのURLを入

力して[OK]ボタンをクリックします。 

 

 

  

入力 
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③ Webコンテンツへのアクセス確認ダイアログが表示されるので、そのまま[接続]を実行します。 

 

 

④ インポートのウィザード画面が開くので、そのまま[読み込み]を実行します。 
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⑤ データがシートに読み込まれます。 

 

 

⑥ [データ]-[全て更新の下矢印]-[接続のプロパティ]を開き、「ファイルを開くときにデータを更

新する」にチェックを入れます。これにより、Excelファイルを開く時に、Web上のデータファイ

ルが自動的に再読み込みされます。 
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⑦ データを読み込んだシートの名称を「data」に変更しておきます。 

  

※Excelファイルを開いた時に下図のようなセキュリティの警告が表示され、データ

ファイルの再読み込みが自動実行できない場合は、[コンテンツの有効化]をクリッ

クしてください。再読み込みが実行されます。 
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(2) 参照用シートを作成します。 

(１)で作成したデータシートとは別に、参照用のシートを新たに作成します。参照用シートには、

データシートへの計算式や関数を設定し、レイアウトを整えて完成させます。下記に一例を挙げ

ます。 

     

   

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【参照用シート】 

【データシート】 

データシートの[Column1]列には地点番号が、[Column3]

列にはWBGTを 10倍した値が設定されています。 
 
東京の地点番号は「４４１３２」なので、東京のデータはデータシ

ートの[３６５]行目を見ればよいことになります。 
 
つまり、東京のWBGTは、データシートのセル［C365］の数値

を 10で割った値となります。 
 
よって、参照用シートのセル[D4]に設定する計算式は 
 
＝data!C365/10 

 
となります。 

地点番号 

東京 

WBGTの値 × 10 
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条件付き書式を利用することで、WBGTの値によってセルの色を変えることが可能です。 

   次に参考例を挙げます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

① セル[D4]を選択した状態で、[ホーム]-[条件付き書式]-[新しいルール...] を実行しま

す。 

 

 

② [新しい書式ルール]ダイアログが表示されるので、「指定の値を含むセルだけを書式設定」

を選択します。 

 

 

【例】 

 WBGTが 31℃～40℃ の場合は、セルの色を ■ に変える 

  〃 28℃～30.9℃       〃  ■   〃 

  〃 25℃～28.9℃       〃  ■   〃 

  〃 21℃～24.9℃       〃  ■   〃 

  〃 ～20.9℃       〃  ■   〃 
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③ １つ目の条件付き書式として 

『WBGTが 31℃～40℃ の場合は、セルの色を■に変える』  

を下記の通り設定します。 

 
 

④ 1つ目の条件付き書式が入力できましたので、[新規ルール（Ｎ）...]をクリックして2つ目

以降の条件も入力していきます。 

 
 

⑤ 5つの条件付き書式を入力し終えたら、[ＯＫ]ボタンをクリックします。 

 
 

⑥ セル[D5]～[D10]についても、同様に条件付き書式を設定します。 

 

 

WBGTの値が 31℃～40℃の場合の設定 

[書式]をクリックして、赤い背景を選択 
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●活用事例 

WBGT は、熱中症の危険度を広く通知する報道の現場や、職場の熱中症予防対策等で、

その重要性がますます高まってきています。本書では、自動ダウンロードしたデータファイ

ルをExcelで利用する例をご紹介しましたが、データファイルを既存システムや新たなシス

テムと連携させることにより、様々な業種での活用が期待されます。 

 

 

      

 

      

 

 

 

■ パート１ 終わり 
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パート２ 

 

主にMicrosoft Excel 2010～2016をお使いの方向けの手順です。 
（※最新のOfficeや Excelの場合、パート１（p. 2）を参照してください） 

 

 

電子情報提供サービスを利用したデータのダウンロードと、Excel でのデータの読み込みを自動

化する手順について説明します。 

※セキュリティ対策の設定状況によっては、自動ダウンロードを実行できない場合があります。 

 

【イメージ】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① データファイルを PCにダウンロードします。 

 バッチファイルを利用して自動化します。（12ページ） 

ブラウザを利用してデータをダウンロードします。（15ページ） 
 

② ダウンロードしたデータファイルを、Excelのデータシートに読み込みます。 

 Excelオープン時にデータファイルを自動的に読み込みます。 
 

③ Excelの参照用シートで、データを参照・加工します。 

  

 

データシート 

250 260 260 270 270 

280 290 300 310 320 

300 310 310 300 300 

280 280 300 320 320 

300 310 310 300 300 

 

データファイル 

C:\wbgt\yohou_all.csv 

＜WBGTサイト＞ 

データファイル ： https://www.wbgt.env.go.jp/prev15WG/dl/yohou_all.csv 

参照用シート 

東京 27 28 30 33 32 

さいたま 28 29 30 31 30 

千葉 27 28 29 30 29 

横浜 27 28 30 31 29 

前橋 28 30 32 32 32 

 

②読み込み 

①ダウンロード 

＜ PC ＞ 

③参照・ 
加工 
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【自動化方法】 

(1) エクスプローラを開き、データファイルをダウンロードするためのフォルダー「C:\wbgt」を作成

します。 ※フォルダー名は大文字・小文字問いません 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

エクスプローラでフォルダー作成後、「C:\ｗｂｇｔ」に移動すると、次のような表示となります。 

   

 

(2) データファイルをダウンロードするためのバッチファイルを作成します。 

① エクスプローラの表示オプションで、「ファイル名拡張子」にチェックをつけ、拡張子を表示で

きるようにしておきます。 

 

 

 

  

チェック！！ 

C:\ 

wbgt 

･･･
 

○○○ 

･･･
 

フォルダーを新規作成します。 
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② (1)で作成した「wbgt」フォルダーに移動し、何もない部分を右クリックし、「新規作成」－「テ

キスト ドキュメント」 を選択すると、「新しいテキスト ドキュメント.txt」 が作成されます。 

 

 

③ 「新しいテキスト ドキュメント.txt」のファイル名を「download.bat 」に変更します。 

  

 

④ バッチファイル(download.bat)を右クリックし[編集]を選択すると、メモ帳などのエディ

タが開きますので、下記内容を入力後、保存して終了します。 

 

 

 

※「bitsadmin」はインターネット上のファイルをダウンロードするコマンドです。 

コマンドの構文については次の補足をご覧ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【補足】 bitsadmin コマンドの構文 
 

bitsadmin /transfer ＜ジョブ名＞ ＜URL＞ ＜保存先ファイル名＞ 
 

＜ジョブ名＞ :ジョブを識別するための任意の文字列。  例: yohou_all 

＜URL＞   : ダウンロードするファイルのURL。 

例: https://www.wbgt.env.go.jp/prev15WG/dl/yohou_all.csv 

＜保存先ファイル名＞: ダウンロードしたファイルの保存先を示すローカルパス。 

例: C:\wbgt\yohou_all.csv 

Bitsadmin /transfer yohou_all https://www.wbgt.env.go.jp/prev15WG/dl/yohou_all.csv c:\wbgt\yohou_all.csv 

▲の部分は半角スペースです。 

▲ ▲ ▲ ▲ 

▲ 

拡張子を「.bat」に変更すると、アイコン

が歯車    に変わります。 

▲ ▲ ▲ 
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(3) バッチファイルの実行 

① 作成した「download.bat」をダブルクリックして実行します。 

 

※下記のような画面が表示されますが、数秒で消えます 

 

 

② 保存先フォルダー(c:\wbgt)に CSVファイルがダウンロードされます。 

 

    

    ※セキュリティ対策の設定状況によっては、自動ダウンロードを実行できない場合があります。

その場合は、次ページの 【ブラウザを利用してデータをダウンロードする方法】 を参考に、

手動でダウンロードしてください。 

  

ダウンロードされたファイル 

ダブルクリック！！ 
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【ブラウザを利用してデータをダウンロードする方法】 

※以下は、InternetExplorer１１ を利用する方法です。 

ブラウザによって操作画面は異なりますが、操作方法は概ね同じです。 
 
 

① ブラウザを開き、アドレスバーにダウンロードしたいデータの URLを入力します。 

例： https://www.wbgt.env.go.jp/prev15WG/dl/yohou_all.csv 

 
 
 

② 次のようなダイアログが表示されるので、「名前をつけて保存」を選択します。 

    

 
 

③  保存先に(1)で作成した「C:\wbgt」フォルダーを指定し、[保存]を実行します。 

    
 
 

④ ブラウザの下に、ダウンロード完了の通知が表示されます。確認したい場合は[フォルダーを

開く]を選択します。 
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⑤ ファイルがダウンロードされていることを確認できます。 

    

 

※以下の手順では、Excel３６５の画面イメージを使用して説明しています。 

Excelのバージョンによって画面が少し異なりますが、操作方法はほぼ共通しています。 

 

(4) データファイルを Excelファイルに読み込みます。 

① 新しいブックを開き、新しいシートで[データ]-[テキストまたは CSVから]を実行します。 

 

 

※Excel 2016以前の場合は、[データ]-[テキストファイル]を実行します。 

 

 

 

② [データの取り込み]ダイアログが開くので、(3)②でダウンロードしたデータファイルを指定して 

[インポート]を実行します。 

 

ダウンロードされたファイル 
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③ インポートのウィザード画面が開くので、そのまま[読み込み]を実行します。 

 

 

④ データが読み込まれます。 

    

  



18 

 

 

⑤ [データ]-[全て更新の下矢印]-[接続のプロパティ]を開き、「ファイルを開くときにデータを更

新する」にチェックを入れます。これにより、Excelファイルを開く時に、ダウンロードフォルダー

のデータファイルが自動的に再読み込みされます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑥ データを読み込んだシートの名称を「data」に変更しておきます。  



19 

 

(5) 参照用シートを作成します。 

(4)で作成したデータシートとは別に、参照用のシートを新たに作成します。参照用シートには、

データシートへの計算式や関数を設定し、レイアウトを整えて完成させます。下記に一例を挙げ

ます。 

     

   

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【参照用シート】 

【データシート】 

データシートの[Column1]列には地点番号が、[Column3]

列にはWBGTを 10倍した値が設定されています。 
 
東京の地点番号は「４４１３２」なので、東京のデータはデータシ

ートの[３６５]行目を見ればよいことになります。 
 
つまり、東京のWBGTは、データシートのセル［C365］の数値

を 10で割った値となります。 
 
よって、参照用シートのセル[D4]に設定する計算式は 
 
＝data!C365/10 

 
となります。 

地点番号 

東京 

WBGTの値 × 10 
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条件付き書式を利用することで、WBGTの値によってセルの色を変えることが可能です。 

   次に参考例を挙げます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

① セル[D4]を選択した状態で、[ホーム]-[条件付き書式]-[新しいルール...] を実行しま

す。 

 

 

② [新しい書式ルール]ダイアログが表示されるので、「指定の値を含むセルだけを書式設定」

を選択します。 

 

 

【例】 

 WBGTが 31℃～40℃ の場合は、セルの色を ■ に変える 

  〃 28℃～30.9℃       〃  ■   〃 

  〃 25℃～28.9℃       〃  ■   〃 

  〃 21℃～24.9℃       〃  ■   〃 

  〃 ～20.9℃       〃  ■   〃 
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③ １つ目の条件付き書式として 

『WBGTが 31℃～40℃ の場合は、セルの色を■に変える』  

を下記の通り設定します。 

 
 

④ 1 つ目の条件付き書式が入力できましたので、[新規ルール（Ｎ）...]をクリックして 2 つ目

以降の条件も入力していきます。 

 
 

⑤ 5つの条件付き書式を入力し終えたら、[ＯＫ]ボタンをクリックします。 

 
 

⑥ セル[D5]～[D10]についても、同様に条件付き書式を設定します。 

 

 

WBGTの値が 31℃～40℃の場合の設定 

[書式]をクリックして、赤い背景を選択 
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●活用事例 

WBGT は、熱中症の危険度を広く通知する報道の現場や、職場の熱中症予防対策等で、

その重要性がますます高まってきています。本書では、自動ダウンロードしたデータファイ

ルをExcelで利用する例をご紹介しましたが、データファイルを既存システムや新たなシス

テムと連携させることにより、様々な業種での活用が期待されます。 

 

 

      

 

      

 

 

 

 

 

■ パート２ 終わり 

 

 


